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１.図書と雑誌の違い 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.使用するツールの選び方 

どんな資料でも探せる万能ツールはありません。目的にあった調べ方をしましょう。 

 

基礎知識を補強する→辞典 

どんな図書がどこにあるか探す→図書館ＯＰＡＣ 

どんな雑誌がどこにあるか探す→図書館ＯＰＡＣ 

どんな雑誌論文・記事があるか→文献情報データベース、索引誌 

どんな新聞記事があるか→新聞記事データベース 

その他の資料や情報→専門ツール、サーチエンジン等 

  

 刊行形態 内容 

図書 ・単発的に出版 ・体系的でまとまりをもつ 

・一連のテーマに関して記述 

雑誌 ・同一タイトルで継続的に、周期を予

定せずに刊行 

・巻号がついている 

・分量の少ない論文・記事を複数収録 

・速報的・先端的 

情報探索入門：論文編 



３.論文を探す手順 

３－１.「論文情報の検索」と「所在の検索」 

３－２．論文検索の流れ 

３－３．ＯＰＡＣで出来ること、出来ないこと 

３－４．文献情報データベースを使ってみよう 

 

 

３－１.「論文情報の検索」と「所在の検索」 

 論文探しには２つのステップがあります。 

① 論文情報の検索・・・世の中にどのような論文があるのか、どの雑誌のどの巻、どの号に掲載され

ているのかを探す検索 

② 所在の検索・・・目的の論文を入手するために、論文がどこにあるかを探す検索 

 

３－２．論文検索の流れ 

 

   

   

     

     

     

     

     

   

 

  

所在の検索 

論文情報の検索 どんな論文があるか 

電子ジャーナル

が見られるか 

冊子の所蔵

はあるか 

学外にあるか 

複写取寄せ 複写可能 ダウンロード 

あり 

あり 

あり 

なし 

なし 

利用ツール 

・文献情報データベース 

・文献情報DBからのリン

ク 

・EJリスト 

 

・ＯＰＡＣ 

・CiNii Books 

・My Library 

論文の入手 



 

 

 「どんな論文があるのか」「どのような雑誌の何巻（何号）に掲載されているのか」など、論文の情報

を調べたい場合には、CiNii Articlesや Google Scholorなどの文献情報データベースを使って調べま

す。 

 参考文献などから調べて、既に掲載雑誌や巻号がわかっている場合でも、文献情報データベースから

直接電子ジャーナルが読める場合がありますので、一度検索してみることをオススメします。 

 

  

 

 欲しい論文の詳細な情報を確認したら、電子ジャーナルリストやＯＰＡＣを使って所在を確かめます。

雑誌そのものの所蔵はあっても、欲しい巻号が無い場合もありますので、所蔵巻号もしっかりと確かめ

ましょう。 

 

 

３－３．ＯＰＡＣで出来ること、出来ないこと 

 

 

 

ＯＰＡＣでは、弘前大学図書館で所蔵している図書、雑誌を探すことが出来ます。 

図書、雑誌のタイトルを使って検索をします。 

 

 

 

ＯＰＡＣでは、雑誌の内容については検索することが出来ません。 

掲載論文は「文献情報データベース」で探します。 

  

論文情報の検索 

所在の検索 

ＯＰＡＣで出来ること・・・所在の検索 

ＯＰＡＣで出来ないこと・・・論文情報の検索 



４.文献情報データベースの使い方 

例：CiNii Articlesの使い方 

 日本国内で発行された雑誌掲載論文について、ある程度網羅的に調べる事が出来ます。一部の論文は

本文そのものの利用も可能です。 

（URL：http://ci.nii.ac.jp/） 

 

キーワードを入力して、検索ボタンをクリックします。 

見たい論文を選びま

す。クリックすると詳

細情報が確認出来ま

す。 

http://ci.nii.ac.jp/


 

 ①論題、著者名 

 ②入手方法（論文へのリンク）  

  

 このようなオレンジ色のボタンが表示されている場合は、オンライン上で論文が見られる場合があり

ます。 

論文の所在検索用ツール 

 NDL-OPAC・・・国会図書館の蔵書検索をします 

 Full-text Navigation・・・弘大図書館で閲覧可能な電子ジャーナルがあるか検索します 

 CiNii Books・・・全国の大学図書館の蔵書検索をします 

 ＯＰＡＣ・・・弘大図書館の蔵書検索をします 

 

③掲載雑誌の情報・・・雑誌名、巻号数、ページ数、発行年、出版元 

①  

②  

③  
掲載雑誌の文献情報は論文を引用する

際にも必ず必要になります。しっかり

と確認しておきましょう。 



５.論文を読むには 

５－１．電子ジャーナルで読む 

５－２．冊子体で読む 

５－３．論文のコピーを取り寄せる 

 

５－１．電子ジャーナルで読む 

 電子ジャーナルで論文が読める場合は、図書館で雑誌を探す必要がありません。図書館のパソコンや

研究室のパソコンなど、弘大のネットワークを使用している場合には、弘大で契約をしている電子ジャ

ーナルを利用することが出来ます。 

  各大学のリポジトリなど、無料で公開されているものについては自宅でも閲覧が可能です。 

例）CiNii Articles 

  



例）google scholar 

 Google 社の提供する検索サービスの一つで、学術資料の検索、特に外国語の論文に適しています。

Google scholarの検索画面から、弘前大学附属図書館が提供する電子ジャーナルのナビゲーション画面

へアクセス出来るため、効率よく論文を探すことが出来ます。（https://scholar.google.co.jp/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



例）弘前大学附属図書館電子ジャーナルリスト（図書館ＨＰのトップページからアクセス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雑誌名を入力して検索します。論文

名では検索出来ません。 

巻号でリンク先が異なる場合

があります。今回は真ん中を

選びました。 

巻号を選ぶことが

出来ます。 



５－２．冊子体で読む 

 読みたい論文が電子ジャーナルで読めなかった場合は、論文が掲載されている雑誌が図書館にあるか

調べます。 

 「Full-text Navigation」の表示があった場合には、弘大図書館電子ジャーナルリストを通じて、雑誌

名を入力することなく、雑誌を検索することが出来ます。 

  

CiNii Articles であればＯＰＡＣへのリンクも表示さ

れています。 

Full-text Navigation の表示がなかった場合は、

OPACで雑誌名や ISSNで検索してみましょう。 

■雑誌の配架場所 

2F 新着雑誌コーナー 今年発行分（1～12 月）を配架しています。最新号は貸出不可。 

第 2書庫 2-3Fに洋雑誌（A-Z順）、4-5Fは和雑誌。 

雑誌名をローマ字表記にして A-Z順に配架しています。 

大学紀要類だけは、雑誌名ではなく、大学名で探してください。 

研究室貸出 借用希望の場合は図書請求用紙を記入してください。論文コピーの取寄

せも可能。 

医学部分館 取寄せでの借用が出来ません。論文コピーの取寄せを利用してください。 

  

 

所蔵巻号を確認！ 



５－３．論文のコピーを取り寄せる 

 電子ジャーナルも冊子体もなかった場合には、他大学の図書館から論文のコピーを取り寄せることが

出来ます。取り寄せる時には、図書館の参考調査カウンターか MyLibraryを使って申込みをします。 

 

参考調査カウンターで申込みをする場合・・・カウンターに申込用紙がおいてありますので、記入して申

込みをしてください。図書館ＨＰからも申込用紙をダウンロード出来るようにしてあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MyLibrary で申込みをする場合・・・参考調査カウンターで利用手続きが必要です。（初回のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太枠の中を記入して提出してください。電

話番号、E-Mailアドレスは必ず記入！ 

特に、E-Mail アドレスは誤読が起こりやす

いので、丁寧に書いてくださいね。 

電子ジャーナルリストを通じて申込みをすると、論文

情報を入力する必要がないので便利です。ISSN や出版

社等も調べていたら記載をお願いします。 



 

 

 必ず「登録情報変更」からメールアドレスや電話番号の登録を行ってください。 

 初期設定では、学籍番号のメールアドレスのみが表示されていますので、必要に応じて、携帯電話番号

や普段使っているメールアドレスを登録します。論文の到着時の連絡や、照会事項があった時等に図書

館から連絡するための連絡先になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初回申込みの前に！ 

MyLibrary へのアクセスは図書館

ＨＰのトップページ、ＯＰＡＣの上

部にもリンクを用意しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【情報探索入門：論文編】 

平成 27年 7月 22日作成 

平成 27年 9月 16日更新 

■研究室にある雑誌、医学部分館にある雑誌、他大学図書館にある雑誌について、

論文コピーを取り寄せることが出来ます。 

■料金：研究室、医学部分館にある雑誌についてはモノクロ 1 枚 20 円、カラー40

円、送料は無料です。 

   他大学図書館から取り寄せる場合は、モノクロ 1 枚 35 円～60 円、カラー60

円～100円＋送料がかかります。 

■日数：申込みから受取りまでは、3日～1週間程かかります。 

■申込者理由によるキャンセルは出来ません。 

論文コピー取寄せの注意点 

本や雑誌には「著作権」があります。これは本や論文を書いた著者の権利で、

皆さんが他人の著作物である資料を図書館のコピー機でコピーする時や、他大学

に図書館からコピーを取り寄せる時には、著作権法で許される範囲内で行わなく

てはなりません。 

① 調査研究目的に限り、1人 1部まで 

② コピー出来るのは資料の一部分（半分を超えない程度） 

③ 雑誌については 1論文の全体がコピー可能だが、最新号はコピー出来ない。 

 

以上の条件に注意をして、コピーを行うようにしてください。 

図書館でコピーを取る時は、必ず備え付けの申込書を記入してください。 

コピーを取るときのルール 


